






























































































































































































































学区 高　校　名 定　員 出願者 学区外 倍　率 H15倍率
宇　都　宮 247 322 55 1．30 1．17
宇 宇都宮女子 283 364 94 1．29 1．29
都 宇都宮北 265 477 28 1．80 1．60宮 宇都宮工業 264 448 一 1．70 L84
宇都宮商業 188 346 一 1．84 1．48
大　田　原 209 228 39 1．09 1．19
那 大田原女子 182 217 42 1．19 1．08
黒　磯　南 157 245 3 L56 1．29
須 那須清峰 220 269 ｝ 1．22 1．24
那須拓陽 107 150 一 1．40 1．70
今　　　市 211 298 16 1．41 1．53
上 日　　光 109 104 1 0．95 1．36
都 鹿　沼　東 200 275 52 1．38 1．34
賀 鹿沼商工 189 276 一 1．46 1．19
鹿沼農業 131 198 一 1．51 1．35
塩 烏　　　山 138 141 5 1．02 1．01
谷 矢　板　東 156 165 24 1．06 1．16
南 氏　　　家 158 205 7 1．30 1．41
那 矢　　　板 147 191 ｝ 1．30 1．48須 高根沢商業 127 145 一 1．14 1．35
真　　　岡 210 235 39 1．12 1．04
芳 真岡女子 251 259 48 1．03 1．10
茂　　　木 179 188 3 1．05 1．04賀 真岡北陵 141 252 一 1．79 1．57
真岡工業 141 200 『 1．42 1．08
栃　　　木 223 240 55 1．08 1．32
下 栃木女子 251 328 71 1．31 1．25
都 小　山　西 153 246 1 1．61 1．41
賀 栃木商業 155 212 一 1．37 1．36
小山北桜 181 226 一 1．25 1．43
足　　　利 181 222 0 1．23 1．17
安 足利女子 158 215 4 1．36 1．27
佐　　　野 161 204 33 L21 1．27
足 足利工業 180 239 一 1．33 1．23



































































































































































































































































































































地域名（構成市町村） 面積（k㎡） 比率（％） 人口（人） 比率（％） 人口密度（人／㎞）






















































県　　　　計 6，408．28100．0 2，014，438100．0 314．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料：とちぎの統計情報
＊面積は平成14年度、人口は平成16年9月1日現在による。
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性に依拠している。県北は、これらの市町に那須郡北部の3町1村と塩谷町
を加えた3市5町1村によって構成されるが、この地域は大半が山間部で、
平坦部が東北本線の沿線付近に限定されることから、地域における都市機能
はほとんど3市1町に集中しており、地域内には副次的な中心性を有する地
点もみられない。また茨城県や福島県と隣接する地区もあるが、八溝山地や
那須連山によって隔絶しており、また人口も希薄であることから、相互の交
流は少ない。したがって宇都宮からの距離や地形的要因によって地域の完結
性は、比較的高いと言えるのである。
　県西は今市を中心に、広大な面積を有する藤原町や栗山村、さらに日足ト
ンネルを介しての足尾町によって地域設定がなされる。わが国を代表する観
光地である日光に関しては、知名度は抜群であっても、その都市機能の規模
と内容、さらに人口29の推移などの点で、今市に包含されているとみるべき
である。この地域は広大であることに加えて、地域を形成する上で重要な要
素となる人口に関して、減少に歯止めの効かない状態にあるので、中心機能
を果たす今市への依存が強まり、自立性が高められている。さらに地域の大
部分が山岳地形で、隣接する福島県と群馬県との交流は皆無であり、県北と
同様に地域内の完結性がより高められている。しかし急速に進行している地
域内の人口減少によって、地域の存立そのものが危機に瀕していることも指
摘せざるをえないのである。
　県東では、真岡を中心都市とした地域設定ができる。芳賀郡内の芳賀町を
除く4町と真岡との間は、鉄道・道路によって緊密に連係が図られており、
真岡北西部で宇都宮の影響が確認できるものの、概ね地域としての一体性は
維持されている。また隣接する茨城県の下館市・協和町・岩瀬町・笠間市な
どとは国道や主要地方道で連絡されており、山間部の県境にあっても標高の
低い峠によって、その交流が阻まれることはない。県内の強固な地域連係に
加えて、隣接県の一部との関係が密接である点に関しては、県南と同様の現
象が展開しているのである。
　県内を5地域に区分した場合に、その扱いに配慮を必要とするのが県南で
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ある。それは他の4地域とは異なる構成要素を含み、県内で異質な地域であ
ることと、地域内の一体性が他地域ほど強固でないことによる。その要因は
既述のように、都市の規模や機能において大差のない4市が比較的近距離で
分布している点と、隣接県との交流が県内で群を抜いて活発である点に尽き
る。県央は言うまでもなく、他の3地域も自地域内の完結性を維持しつつも、
鉄道や道路の体系、買回品の購入地などの観点から考察すると、県都宇都宮
との関係を無視することはできない。しかし県南の場合、交通・買回品購入
のいずれに関しても、宇都宮との関係は非常に希薄である。とりわけ足利・
佐野地区では、宇都宮方面へは山間地を通過しなければならず、時問距離に
っいては東京と大差がないため、日常生活圏の意識の中に宇都宮は存在して
いないと感じている住民が大半である。また地域としての一体性を、隣接す
る群馬県の桐生・太田・館林などとの交流によって感じている住民が多い30
のも、この地区の特色といえる。しかし佐野市と田沼町・葛生町の1市2町
の合併で、新「佐野市」が平成17年に発足することにより、足利と佐野の関
係も微妙に変化し始めている。すなわち合併によって12万4，000人の県下第
4位の人口を有する都市となるため、当面は新市の都市機能充実に専心する
ことで、他県との関係を重視する姿勢に関しては、足利と距離を置くことは
十分予想されるのである。一方小山と栃木では、他県との関係に関しては両
市の事情が異なっている。茨城県と県境を接する小山の都市機能は、結城・
下館にまで及んでいるが、栃木では他県との交流はほとんどみられない。ま
た小山の場合は、J　R東北本線を介しての地域像として、埼玉や東京を身近
に感じている住民も多く、自市の都市機能拡大よりも、東京やさいたま市の
都市圏に組み込まれることで、都市としての存在感を認識している傾向がみ
られる。これに対して栃木は、明治期に短期間ではあるが、県庁所在地であっ
た歴史的事実を背景に、宇都宮に対して一歩距離を置く姿勢がみられ、また
県境を持たない立地条件から、自市と周辺部のみで地域としての完結性を維
持している。以上のように県南では、4市それぞれが独自の方向性を持って
おり、この地域を統括する都市が存在しないのである。それをあえて県南と
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して地域設定する根拠は、宇都宮との関係が疎遠であるという一点に集約さ
れる。栃木県民の22．5％が宇都宮市民であるという県庁所在地への過度の人
口集中は、宇都宮への権力や財政の集中を招き、県内各地の均衡ある発展を
阻害しかねない。県人口の3分の1を占める県南地域が、宇都宮との関係に
おいて県内の他の地域と異なる地域性を持つことは、宇都宮への一極集中へ
の抑止力となりうるのである。
IVまとめ
　北関東3県は、関東1都6県を地域区分した場合には1都3県からなる南
関東に対峙する地域として、若干ローカル色の強い地域として位置付けられ
る。そして経済活動や文化、生活習慣などで共通性のある地域として認識さ
れている。関東あるいは全国レベルの面的スケールで3県を考察すれば、こ
の見方は概ね妥当である。しかしそれぞれの県内における都市の力関係を指
標とすると、栃木県は群馬・茨城両県とは状況がかなり異なっている。栃木
県では人口10万人以上の都市は3市にすぎないが、群馬県・茨城県では5市
がバランスよく分布している。また人口をみると県庁所在地と第2位の都市
との比率が、群馬県では前橋が2位高崎の1．17倍、茨城県では水戸が2位日
立の1．29倍で、さほど大きな差はない。これに対して栃木県の場合は、宇都
宮が2位足利の2．77倍となっており、県庁所在地のみに人口が集中する東北・
四国・九州地方各県と共通する都市構成となっている。したがって県内を
5地域に区分した場合、それぞれの地域における完結性をある程度確認でき
ても、宇都宮と何らかの関係が成立するであろうことは予測できた。そして
県央は当然のこととして、県北・県西・県東の3地域に於いても、宇都宮の
影響を少なからず受けていることが明らかとなった。これは県内の面積の
83．0％、人口の66．7％が、宇都宮の影響下にあることを示している。しかし
面積比がわずか17．0％ではあるが、人口比では33．3％、人口密度では県央よ
りも稠密な616．9人／k㎡の県南にあっては、他の4地域とは異なる地域構造
が構築されている。そして一定間隔で配列された4市については、それぞれ
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の都市圏を構成しているものの、対宇都宮との関係は若干疎遠である点が共
通している。したがって地域としての一体性には少々欠けてはいるが、宇都
宮との関係に於いて共通項が見出せるので、地域内をさらに細分化する必要
性はないと判断できるのである。
　栃木県の県境を4方向に区分すると、東・西・北はいずれも山岳地帯であ
り、平野となっているのは南方向のみである。したがって県南と県東の南部
地区では、隣接県との関わりを無視することはできない。現行の合併に関す
る市町村の組合せについては、原則として同一県内であることを条件として
いる。しかし実質的な機能地域の観点から地域区分をした場合には、複数の
県に跨る事例が出現することも当然ありえるのである。県南の足利と小山の
合併問題を扱う場合に、この問題は避けて通れない。足利と群馬県の桐生・
太田・館林との関係、小山と茨城県の結城との関係は、いくら活発な交流が
行われている現状を足掛かりとしても、合併の問題は県の壁によって阻まれ
てしまうに違いない。県境に位置する県南の合併問題を考える時、より現状
に即した形で、住民が納得した上で最終結論にまで辿り着くには、道州制が
導入されて県の枠組みが解消されることが条件となるのである。
注
1　益子町の窯業技術支援センターのように、業務の性格上、地区の中心都
　市に設置されない機関もある。
2　県南地域の12市町を管轄し、「とちぎ」ナンバーを交付している。県内
　残りの37市町村は、栃木運輸支局（宇都宮市）の管轄で「宇都宮」ナンバー
　が交付されている。
3　佐野自動車検査登録事務所の開設に際しての経緯については、県南地域
　の都市分布の特殊性から論じた拙著「新ナンバーの名称問題と地域性一栃
　木県県南地域を事例として一（白鴎ビジネスレビュー第8巻第1号）」参
　照。
4　市制施行は、黒磯1970年（昭和45年）11月1日、大田原1954年（昭和
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　29年）12月1日である。
5　栃木県の公立高校は、すべて県立である。
6　学区によって入学に制約が生じるのは、全日制の普通科と総合学科であ
　り、職業系の学科および定時制と通信制課程については、学区は設けられ
　ていない。また普通科・総合学科とも、募集定員の25％までは学区外から
　の入学を認めている。
7　宇都宮市内の普通科高校への希望が強い宇都宮学区外の6町からは、学
　区内の扱いで受験が可能である。また宇都宮学区内の生徒も、これら6町
　の高校を学区内で受験できる。
8　栃木には県立高校5校と私立高校1校、さらに所在地は大平町であるが、
　栃木駅近くに位置する栃木南高校の計7校設置されている。また平成17年
　4月には、県立の単位制のフレックスハイスクールが、栃木駅前に開校さ
　れる。小山には県立高校が5校あるが、私立高校はない。
9　宇都宮・足利・佐野・栃木・真岡・大田原・烏山の6市1町に、それぞ
　れの地名を冠した男子高と女子高がある。男子高のうち旧制中学のナンバー
　スクールは、一中が宇都宮、二中が栃木、三中が真岡、四中が佐野であっ
　た。その他の別学校として、男子高が1校（宇都宮東）、女子高が3校
　（宇都宮中央女子・小山城南・足利西）あるが、佐野高校と宇都宮東高校
　で中高一貫教育による共学化、烏山高校と烏山女子高校を再編した共学化、
　足利西高校の足利商業高校への吸収による再編などの動きが進行している。
10　学区内の私立高校は、足利に3校、佐野に2校、葛生に1校の計6校で、
　県立高校と合わせて16校となり、学校数が非常に多い。
11以前は群馬側から足利への流入もみられたが、群馬県が他県への生徒流
　出を抑制する方針を打ち出したため、近年はほとんどみられない。この傾
　向は、私立高校の生徒の流出入にも影響を及ぼしている。
12　下館・茂木問42kmを結ぶ旧国鉄真岡線で、大正9年に全通した。昭和
　63年に第三セクターによる「真岡鉄道」へと引き継がれた。
13　J　R東北本線の東京・黒磯間は、「宇都宮線」の愛称が一般的であるが、
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　那須学区内の通学には、黒磯以北からの生徒も含まれるため、ここでは
　「東北本線」の正式路線名とした。また旅客輸送量に関しては、宇都宮を
　境に宇都宮以北では急減するため列車の運行本数も少なく、地方ローカル
線の様相を呈している。
14　かつて東北本線の西那須野駅と大田原を経由して黒羽を結ぶ東野鉄道が
　通っていたが、昭和43年に廃止された。
15宇都宮に休校中の定時制高校が1校ある。
16両毛線の足利・佐野・栃木、東武伊勢崎線の足利市・館林（群馬県）、
　東武日光線の静和（岩舟町）・栃木・新栃木、東武佐野線の佐野・吉水
　（田沼町）の各駅と私立高校の間にはスクールバスが運行されている。
17宇都宮学区は、県南地区に比べて県立志向が強いことも、高倍率の一因
　である。
18下り列車の乗客の大半は小山までで下車してしまうが、小金井には車両
　基地（小山電車区）があるため、行き先は小金井となっている。
19東北本線は黒磯を境に以南が直流、以北が交流で電化されているため、
　東京方面からの直流電車は黒磯止まりとなる。
20東京駅基点で小金井まで88．1km、小田原まで83．9km、籠原まで71．3kmで
　ある。
21　日光線は宇都宮から分岐しているが、烏山線は宇都宮から2駅目の宝積
　寺（高根沢町）で東北本線から分岐している。一部の列車が宇都宮発着で、
　大半が宝積寺発着であるが、東北本線の列車と接続しているため、宇都宮
　へのアクセスは良好である。
22　8都市がほぼ等問隔で配列された路線は、全国的にみても両毛線のみで
　ある。
23　国道番号が1桁と2桁の幹線道路のことで、1号から58号までの58路線
　がある。国道番号3桁の路線は二級国道である。
24　4号・119号・121号は、バイパスの形態で宇都宮環状線の一部となって
　いる。環状線に接続せず、宇都宮の郊外を通過する国道は、293号（茨城
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　県日立市～足利市　164．2km）と408号（千葉県成田市～高根沢町　118．3
　km）の2路線である。
25　バイパスの開通によって、渡良瀬川右岸に位置する群馬県太田市の郊外
　を通過するようになった。
26中心地間距離を記してある2都市は、国道・主要地方道・県道のいずれ
　か1路線で移動可能なことを選定条件とした。距離については市役所間の
　計測による。
27鹿沼の市域は大半が山問部で、市街地は宇都宮と隣接している。また地
　域設定に際して対象となるのは粟野町であるが、ここも大部分が山間地で
　真岡のように中心市と周辺の町とのネットワークは形成されていない。
28地元紙の「下野新聞」の地域面は、3地区分類で構成されている。
29　日光の人口は2003年3月末現在で、1万7，324人で696市中690位である。
30　足利市民への合併に関するアンケートでは、佐野・桐生・太田・館林の
　4市との越県合併を希望する回答が他を圧倒していた。しかし群馬県側で
　は、足利や佐野との合併には消極的で、この問題については温度差がみら
　れる。
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